
ヨコ
ー
ー
ヨ、
γ

山
政
孝
の
綴
室
で
、
政
指
・に
慌
を
円
ぺ
ひ
、
そ
の
作
る

所
八
百
三
十
除
菌
に
及
ん
だ
と
い
ふ
。
文
久
一
一
一年
十

一
B
什
凶
日
間問
、
苧
年
五
十
九
。
約
断
者
集
は
そ
の

加
を
帆
め
た
・
も
の
で
あ
る
。

ヨ
コ
ヤ
マ
ラ
ン
チ
ョ
ウ

横
山
閲
蝶

名
は
維
、

持
川
政
本
の
長
女
で
、
航
山
政
指
a

の
室
と
な
っ
た
も

の
。
立
政
七
年
七
対
十
凶
日
生
ま
れ
、
文
化
王
年
十

一
且
十
六
日
嫁
し
た
。
人
と
泊
り
点
正
淑
尖
、
持
を

M
L
m
U
及
び
四
時
を
明
ん
だ
。

十
二
年
八

n剖
一九
日
死

産
し
て
裂
。
心
施
院
と
蹴

L
野
川
山
に
界
っ
た
。
そ

の
隙
は
政
品
干
の
作
と
共
に
侮
裳
川
合
刊
に
牧
め
ら

れ
、
X
別
に
断
呑
州
地
が
あ
る
。

ヨ
コ
ヰ
イ
へ
エ

横
井
伊
兵
衛

初
め
て
前
川
利

長
に
仕
へ
て
一
内
三
十
石
を
領
し
た
。
子
田
町
出
前
に
附
閉
山

す
る
。ヨ

コ
ヰ
ゲ
ン
シ

綴
弁
玄
志

出
永
六
年
外
和
凶

を
以
て
甘
口
出
さ
れ
、
三
'H
石
を
鮒
し
、
正
徳
四
年
目

石
を
加

へ
、平
保
八
年
」J
月
二
」
i
日
以
。
子
孫
致
知
・

冗
務
総
信
・元
売
惟
恭
相
続
い
だ
。

ヨ
コ
ヰ
ゲ
ン
シ
ユ
ウ

横
井
元
一
発
一
殺
到
の
益
子

で
、
本
道
の
留
で
あ
っ
た
。

初
名
川
市
・
元
様
、
簡

は
義
信
。
安
氷
四
年
六
且
J
1
抗
入
扶
持
を
泣
付
、
同

年
父
の
也
知
三
百
石
を
間
関
ぎ
、
天
明
五
年
一
白
石
を
加

へ
、
文
化
五
年
真
に
抗
十
石
を
附
し
、
六
年
間
且
十

六
日
六
十
二
践
を
以
て
夜
し
た
。

ヨ
コ
ヰ
ゴ
ロ
エ
モ
ン

横
井
五
郎
右
衛
門

又
喜

太
郎
に
作
る
。

前
川
利
治
的
問
に
来
社
L
、
政
二
百

石
を
受
け
、
大
坂
一件
役
に
従
挺
し
て
片
桝
市
川
比
第
で

敵
前
一
つ
を
相
官
た
。
元
利
二
年
間
問
。

子
wm川
A

滞
に

利
へ
る
。

ヨ
コ
ヰ
チ
サ
イ

横
井
致
問同

支
志
の
お
子
。
元

文
二
年
召
附
さ
れ
、
係
二
十
人
扶
持
を
栄
け
、
本
訟

の
儲
を
菜
と
し
、
延
竿
凶
年
二
百
石
を
食
み
、
従
Mm

十
三
年
百
石
を
加
へ
、
安
永
四
年
十
且
七
十

一
践
を

以
て
夜
し
た。

ヨ
サ
ノ
フ
ユ

興
謝
の
冬

一
加
。
例
入
資
札
い
か

丹
後
の
天
，
締
立
に
遊
ん
だ
時
、
宮
柿
悼
の
娩
迫
容
が

之
を
迎
へ
て
興
行
し
た
歌
仙
を
叫
と
し
、
他
の
句
を

も
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
文
化
九
年
刻
。

ヨ
シ
イ
ヘ

吉
家

加
引
の
万
工
。
古
刀
剣
で
は

加
州
自
吉
家
と
切
り
、
天
文
頃
。
新
刀
期
で
は
初
代

出口共
術
家
剛山
の
門
人
、
活
桝
洲
附
出
同
右
衛
門
、
初
時附

苦
張
。
刷
出
利
作品
の
越
中
瑞
加
寺
出
同地
刀
中
に
は
加

州
住
際
限
古
口
震
活
承
限
三
年
八
且
吉
日
と
切
る
。
そ

の
後
青
山添
と
改
銘
L
、
れ
州
金
制
m
際
限
吉
家
陀
m師
尼

古口
右
衛
門
作
之
見
文
四
年
二
且
目
、
又
は
加
州
金
津

住
阪
駅
古
口
市
北
詰
延
山
H
六
年
な
ど
L
切
っ
た
。

ヨ
シ
イ
ヘ

士
同
宿
加
到
の
万
工
。
到
州
住
吉
同
宿

と
切
る
。
元
総
切
。
苦
家
と
同
人
か
と
い
ふ
。

ヨ
シ
ウ

ラ

吉

浦

邸
主
制
七
加
庄
に
出
す
る
郎

町問。

る。
ヨ
シ
カ
ハ
イ
ン

一一良
川
院

腿
脱
却
に
邸
し
、
滞

政
時
代
で
は
、
良
川
・上

徳
丸
の
一
ニ
ヶ
村
を
含
ん
で

阻
た
。ヨ

シ
カ
ハ
シ
ラ
ヤ
ダ
シ
ヤ

一良
川
白
山
社

鹿
島

榔
良
川
の
産
土
跡
で
あ
る
。
叫
て
式
内
出
比
古
前
枇

で
あ
る
と
主
張
し
た
こ
と
が
あ
る
。
今
は
由
比
古
跡

枇
と
抑
制
す
る
。

ヨ
シ
カ
ハ
へ
イ
ダ

吉
川
平
太

村
到
長
制
の
阻
(

カ
で
、
天
正
中
諸
所
に
戦
功
が
あ
っ
た
。
後
去
っ
て

疏
島
正
則
に
仕
へ

、
武
動
を
以
て
家
老
に
列
L
、
名

を
扇
島
升
披
と
改
め
た
。
医
長
五
年
正
則
の
安
刊
で

備
後
に
封
ぜ
ら
れ
た
後
、
丹
彼
は
常
に
館
後
窓
鍋
城

に
居
た
が
、
一苅
和
五
年
本
家
夜
古
川
L
、
丹
伎
の
子
前

向
牢
右
衛
門
は
来
っ
て
前
回
利
前
に
仕
へ
て
四
百
石

を
受
け
た
。
〈
越
脅
賀
三
州
志
即
位
に
川
被
の
子
揃
布

衛
門
来
仕
し
て
三
千
石
を
受
け
た
と
あ
る
が
、
今出同

士
系
綿
に
従
ふ
。
)
後
牢
右
衛
門
の
鏑
子
限
左
衛
門
の

統
は
孫
搬
入
の
時
允
験
中
総
炊
し
、
次
子
抽
出
右
衛
門

の
系
は
永
〈
加
賀
滞
に
仕
へ
た
。

ヨ
シ
カ
ハ
ホ

一良
川
保
臨
時
却
に
在
っ
た
。
承

弘
三
年
注
地
の
能
呂
田
凶
凶
敵
同
銀
に
、雪
辱
良
川
保
、

拾
入
町
二
段
入
、
元
久
元
年
椋
注
凶
定。
』
と
あ
る。

後
附
亦
三
僻
良
川
保
が
存
す
る
。

ヨ
シ
ガ
マ
チ

吉
ヶ
町

臥
主
総
寺
山
の
内
の
小

F
4
4
0
 

ヨ
シ
ガ
イ
ケ

吉
グ
池

珠
洲
側
帯
山
庄
に
却
す

る
血
副
都
。

村
名

m球
部
に
、『
此
村
山
臼
年
四
郎
兵
衛
と

巾
百
姓
の
家
名
古
ヶ
池
と
巾
に
刊
、
川
村
名
に
唱
巾

同
巾
併
候。
』
」
あ
る
。

ヨ
シ
ガ
イ
ケ
ヤ
マ

吉
グ
池
山

臥
主
側
古
君
の

部
町
聞
か
ら
商
北
に
お
る
山
o
V
M
さ

一
二
三
米
。
地
質

第
三
紀
悩
。

ヨ
シ
ガ
ウ
ラ
パ
ナ
吉
ヶ
浦
品

川
出
向
郡
能
菅
島

な
る
久
木
部
前
の
東
北
に
在
る
川
。

ヨ
シ
カ
ハ

一夏
川

腿
応
部
良
川
院
に
邸
す
る
部

務。

ω名
は
、
白
山
枇
の
側
を
統
れ
る
宮
川
の
水
質

良
好
な
る
を
以
て
二
に
良
川
と
も
稿
ナ
る
に
凶
る。

ヨ
シ
カ
ハ
イ
ン

一一足
河
院

鹿
島
郡
に
在
っ
た
。

永
久
三
年
設
准
の
能
管
同

m政
阿
般
に
、『
良
河
院
、

五
町
三
段
』
と
あ
る
。
後
世
亦
良
川
院
の
名
を
存
す

ヨ
シ

Y

イ
タ

ヨ
シ
ガ
ヤ
チ

の
内
の
小
字。

ヨ
シ
合
一
7

吉
倉
河
北
郡
笠
旧
制
剛却
に
図
す
る
郎

首
問
。
冗
文
四
年
中
憐
村
牢
右
衛
門
銃
把
に
、
米
森
合

戦
の
後
佐

h
k

成
政
が
、
金
様
械
を
采
取
る
伐
古
田
倉
野

ま
で
人
数
を
抑
許
せ
た
と
あ
る
も
円躍
で
あ
る
。

ヨ
シ
サ
カ
吉
坂

鳳
京
都
市
，
糊
の
内
の
小
手
。

士ロ
グ
谷
内

臥
京
都
祁
上

八
九
六

...ヨ
キツ

吉
崎

江
抑
制
商
，庄
に
闘
す

ヨ
シ
ザ
キ

る
都
町
問。

ヨ
シ
サ
キ

す
る
部
孫
。

ヨ
シ
ザ
キ
ウ
ラ

吉

崎
浦

和川
川拍
手
間
の
手
本
に

用
ふ
る
名
物
伎
来
と
て
、
加制
川
・旭
川w
・結
中
一=山岡
山

名
産
を
集
め
た
も
の
に
大
場
の
お
老

・
宮間
耐
加
の
制

服
と
あ
り
、
微
妙
公
御
夜
話
中
に
も
、
仲
肘
叩
単
位
川
・
説

綱
の
時
代
に
、
小
松
在
城
の
前
川
利
判
的
に
命
じ
て
官

附
浦
の
牡
似
を
治
ら
し
め
た
剥
が
記
さ
れ
て
居
る
。

江
沼
泌
宮
口
附
は
桜
前
で
な
い
が
、
そ
の
名
が
闘
え
て

居
る
か
ら
、
附
誕
の
阿
川
出
あ
た

0
の
諜
を
し
か
言
う

た
の
で
あ
ら
う
。

サヨ

ー守ツ

刑
制
咋
初
日山
知
院
に
図

吉
崎

ヨ
シ
サ
キ
ガ

生

吉
崎
清

越
前
加
引
の
坪
に
在

る
北
仰
を土問
附
潟
と
い
」
こ
と
も
あ
る。

二
凶
に
跨

る
吉
崎
の
部
務
が
そ
の
沿
岸
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ヨ
シ
サ
キ
シ
ン

吉
崎

新

湖

町
市
凸
知
院
に
同
町

す
る
総
務
。
天
保
十
二
年
苦
附
よ
り
分
か
れ
て
一
村

廷
と
な
っ
た
が
、
一兆
京
師
、
家
の
地
で
あ
る
か
ら
、
明

治
八
年
十
且
一
作
び
之
を
併
合
し
た
。

ヨ
シ
サ
キ
ヤ
キ
エ
モ
ン

吉
崎
屋
喜
右
衛
門

山山

野
氏
。
前
は
栄
元
。
大
山
川
智
の
人
。
閥
抗
の

nmdt

伊
藤
克
孝
に
同
九
ひ
、
そ
の
郡
閉
山
中
-w品
政
九
年
に
付
加

谷
槻
脅
訟
に
、
十
年
に
は
凶
路
次
郎
右
術
門

一
起
と

共
に
山
代
禁
王
寺
に
相
削
げ
た
。

ヨ
シ
シ
ゲ

吉
霊

J

2

Y
イ
へ
吉
家
。

ヨ
シ
シ
ゲ
ヨ
シ
ノ
リ

吉
重
吉
則

泊
稿
作
一
丸
郎
。

凶
永
吉
一
直
の
門
下
か
ら
川
で
、
銀
政
剛
山
の
技
を
能
く

し
、
訟
に
附
の
名
を
氏
と
し
た
。
そ
の
後
系
に
、
孫

右
衛
門
吉
凶
・
鯨
四
郎
森
方

U
M
右
衛
門
吉
岡
八
太

夫
吉
次
・話
右
街
門
青
年
が
あ
る
。

ヨ
シ
ジ
マ

夜
島

内吋

能
尖
抑
新
保
内
内
山

小
字
。
地
問
に
は
苦
心
と
す
る
。


